
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年関西支部定期総会開催 

令和４年 6月 2６日（土）1１時より、コロナの第６波が収束しつつある中、初開催となる吹田市のパナソニックリゾート

大阪にて関西支部総会が開催されました。コロナのため本部および他支部の来賓の招待は断念し、関西支部会員１８名の

出席にて行われました。やはりまだコロナ禍の中、外出は控える声や、体力が落ち大阪まで来れない方もおられました。来年は

コロナも収まり、少しでも大勢の方に出席頂けることを祈りたいですね。特別講演は、柳沼さんより「新型コロナ関連について」と

いう題目でご講演頂きました。 

 

2．特別講演(11：20~12:00)   

講師：柳沼英哉氏（化学 S42年卒） 

「新型コロナ関連について」というテーマで、お話いただきました。資料を多数ご用

意いただき、感染症の歴史から説き起こし、あまりメディアなどで触れられないことを

含め分かりやすく講演していただきました。時宜を得たテーマで皆さん熱心に聞いて

おられました。ただ、時間の関係で急いだお話となったことは申し訳なかったです。 

まず、コロナウィルス感染の推移をスペイン風邪の時と比較して、患者数はかなり

少ないようで驚きました。続いて症状の推移として 8割は軽症で、１週間位で収ま

るけれど 10日以降まで行くと重症（5％位）になる、2から 3％が致命的になると

いうのは、ワイドショーなどでは余りなかった貴重な情報でした。また死亡に至るのはイ

ンフルエンザの数十倍（高齢者）という数字も出席者には厳しいデータでした。また

感染後の隔離期間も、テレビなどコメンテーターがエビデンス（根拠）を示せとか言

ってましたが、ちゃんと二次感染の起こる日数など調べた上での 10日間としているこ

とも分かりました。そして国産ワクチン及び治療薬の開発状況（今はまた変わってき

ています）も分かりやすく説明頂いていました。コロナ禍の収束について専門家の見

通しも上げられましたが、まあすぐには難しそうですが、これまでも人類は克服してき

たので、大丈夫そうに思えました。以上柳沼様、ありがとうございました。 

  

１．総会（11：00～11：20） 

 開会              ・・・川上副支部長 

支部長挨拶         ・・・萩原支部長 

議長選出          ・・・船田幹事 

  令和３年度事業報告  ・・・萩原支部長 

令和３年度決算報告及び会計検査報告  ・・・高橋幹事、伊勢山幹事 

令和４年度事業計画  ・・・川上新支部長 

 

場所は、近年主に利用していた門真市の松心会館が、使えなくなりましたので、大阪府吹田市のパナソニックリゾート大阪を

初めて使用しました。会場ではいつもであれば、出身学部別の座席にしていましたが、コロナ対策で 1 テーブルの人数を減らした

ので、混成で着席いただきました。総会では、令和 3年度事業報告にて、会報第 58号を発行などを報告しました。ただ同好

会活動は自粛の影響で未実施が多かったです。また幹事会は、LINE での実施が 4回で、対面は 1回に留まりました。更に 7

名の訃報が判明しました。令和 4年度の事業計画では、大学名簿の更新がなされたことに伴い、会員名簿の更新と、新規会

員の抽出の実施などが発表されました。 

令和 3年度事業報告と決算報告と令和 4年度の事業計画と予算案が承認されました。 

そして、萩原支部長の任期満了に伴う退任が報告され、新たに川上副支部長の支部長就任、幹事長に行正、副支部

長に柳沼、行正両幹事の就任が報告されました。 

 

3．懇親会 （12：10～14：00） 

 まずは、集合写真を撮りましたが、皆さん学生時代の顔をされていたのが印象的でした。 

行正幹事の司会で、今回ご出席の方々で最長老の中村 様の乾杯で懇親会は始まりました。今回も出席者全員に近況や関心

事を話して頂き、大変盛り上がりました。また久しぶりに新人（歳は別）出席いただけた大西様の会社でのお仕事の報告など興味

深く聞くことができました。 

 楽しいひとときの最後は、恒例となりました校歌を斉唱して懇親会を終えました。 



 

 

 

 

 

 

皆さん学生時代に戻っ

たようないい顔してらっ

しゃいました。 


